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〈論壇要旨〉

　企 業 の 社会的 側 面 （社会性 ・
人 間性 ） が強調 され る よ うに な っ て い る が ，経済性 と社 会性

・

人間性 とが長期的 には
一

致 し な けれ ば，持続可 能な企業価値 の 創造 は望め ない ．持続可能な企

業価値創造に は ， 多様 な ス テ
ー

ク ホ ル ダー
の 認識 と と も に ，

コ
ーポ レ

ー ト ・ガ バ ナ ン ス が 重 要

である，コ
ーポ レー

ト
・ガ バ ナ ン ス の 問題 は ， 会社観 が深 くか か わ り，それに は 国に よる違 い

もある．統合報告には 「投資家と の対話に よる長期 的 な企業価値 の 創造」 と 「価値創造 に 影響

する 多様 な ス テ
ー

ク ホ ル ダー
の 認識 （多元 的な企業価値 の 追求 ） に よる長 期的な企業価値 の 創

造」 とい う大 き く 2 っ の 役割が あ り， 両者は つ なが っ て い る．さ らに ，会社観が異 な る と統合

報告の役割の 内容や 大 き さが異なる こ とが指摘で きる ．

〈キーワード〉

企業価値創造 ， 社会性 と人間性， コ
▽ ポ レ

ー
ト ・ガ バ ナ ン ス

， 統合報告

Social　and 　Human 　Aspects　of 　Co 叩 orations 　and 　Co叩 orate 　Value

Creation

Roles　ofIntegrated 　Reporting　and 　Management 　Accounting

Akihiko 　Uchiyama

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

Social　and 　human 　aspects 　 of 　corporations 　have　been　increasingly　emphasized ．　We 　 can 　not 　realize

sustainable 　 corporate 　value 　 creation 　 if　the　 economic 　 aspect 　 and 　 the　 social ！ human 　 aspects 　 of

corporations 　arc　not 　oonformed 　fbr　thc　long　term ．　Sustainable　corporate 　value 　creation 　requ 三rcs 　the

recognition 　of 　various 　stakeholders 　and 　corporate 　governance．　The 　type　of 　corporate 　governance
depends　on 　a　view 　of 　corporation ，　The　roles　of　Integrated　Reperting　are 　long・terrn　corporate 　value

creation 　by　the　engagement 　with 　investors　and 　by　recognizing 　various 　stakeholders （pursuit　of 　p［ural

corporate 　values ）which 　influence　value 　creation ．　Thcse 　two 　roles 　arc　related ．　We 　point　out　that　roles　of

Integrated　Reporting　depend　on　a　view 　of　corporation ，
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1． は じめ に

　近年 ， 企 業活動 にお け る ESG （環境 ， 社会 ， ガ バ ナ ン ス ）要素が 強調 され る ．そ こ で は ， 経

済価値だけ で な い 企業価値，すなわち社会価値 （社会性）や組織価値 （人間性 ）が強調 され て

い る．持続 可能 な企 業価 値 の 創造には，企業を取 り巻く さま ざま な ス テ
ー

ク ホ ル ダ
ー

の 認識 が

必要で ある．持続可能な企業価値創造 に お い て は ，コ
ー

ポ レ
ー

ト・ガ バ ナ ン ス の 重 要性が 指摘

され る が ，
ス テ

ー
ク ホ ル ダ

ー
の 視点 に 基 づ い て 企 業 を 「治 める 」 とい う点で ，コ

ーポ レー ト ・

ガ バ ナ ン ス は，企 業を ど の よ うな存在 と捉え るか ，社会や ス テ ーク ホ ル ダ
ー

の なか で 企 業を ど

の よ うに位 置 づ け るか と い う，会社観が 深 くか か わ る問題 で もあ る ．

　投資家を中心 と し た さま ざま な ス テ
ー

ク ホ ル ダ
ー

との 対 話 を通 じた，長期 的 な （持続可能な）

企 業価値創造 を支援す る仕組 み として，統合報告 （lntegrated　Reporting＞に 注 目が集ま る．本稿

で は ， そ の 役 割と課 題 を検討 す る．そ の 際，コ
ーポ レ

ー ト・ガ バ ナ ン ス や会社観が異なる こ と

で，統合報告 の 役割 も異 なる こ とを指摘する．また，統合報告 をべ 一ス と した管理 会計 の 役割

と課題 に つ い て も検討す る ．

　以下 ， 次 の 構成 を とる ，第 2 節では，考察の 前提 とし て ，企業 の 意義 と諸側面を検討する．

第 3 節で は，企業価値 の 構成要素に っ い て 検討する ，第 4 節で は ，
コ
ー

ポ レ
ー

ト ・ガ バ ナ ン ス

め意義と枠組み につ い て整理 する，第 5節で は ，統合報告に っ い て
， そ の 役割 を コ ーポ レ ー ト ・

ガ バ ナ ン ス の 類型 と関連 づ け て 検討 す る とともに ，課 題 を検 討す る．第 6 節で は ，統合報告 を

ベ ー
ス と して ， 管理 会計 の 役割 と課題 につ い て検討す る．最後に 第 7 節で ， 本稿の ま とめを行

う．

2．企業の 意義 と諸側 面

2．1．企業の 意義

　企業は，経済活動 を主たる目的 とする組織で あ り，そ の設立や 活動 は ， それ に参加す る個人

の 自由意志 に 基 づ く．そ の 意味で ，企業は 「私 的存在 」 で あ る ．し か し他方 で ，企 業 の 役 割 は ，

人間 の 生存 （社会の 存続）に必要 な財 貨
・
サ
ービ ス の 生産・分配 に あ る ．こ の よ うな役割 は ， 歴

史的 に 見れ ば さま ざまな主体・体制 に よ っ て担わ れ て い た もの で あ り，今 日，少なく とも資本主

義社会にお い て は，そ の 役割を企業が主 と し て 担 っ て い る とい う意味 で，企 業は 「社会的存在

（公 器）」 で もあ る．

　 「私的存在 」 で ある こ と と 「社会的存在」 で あ る こ と とは ， し ば しば コ ン フ リ ク ト を引き起

こ し うる．し か し，人間 の 生存に 必 要 な財 貨 ・サービ ス の 生産 ・分配 ，すなわ ち ニ
ーズ の 充足

に は そ もそ も多様性が あ り，多様 な ニ
ーズ を発 見 し，ニ

ーズ の な か で 何 を満た す の か を決定す

る に は多様な 自由意志 が有効で あ る．こ の こ と が ，マ
ー

ケ ッ トに さま ざまな企業が 存在す る 1

つ の 理由 で もあ る．そ こ で は，自由意志 を発現す る 「私的存在 」 で ある こ とが ，も っ とも効果

的か つ 効率的に 「社会的存在 」 で あ る こ とを満 た す ．そ の 意味 で は ，「私 的存在 」 と 「社会 的存

在1 とは対 立せ ず ，企業 はそ もそ も多面性 を有する存在で ある とい える．
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2．2．企業の 諸側面

　企業の 多面性を整理 す る と ， 企 業を 3 つ の 側 面 （3 つ の 場）に整理 す る こ とが で き，それぞ

れ に お け る 指 導 原 理 を指摘 す る こ とが で きる （山 口 ，1999）．

　第 1 に，企 業は 「経 済活 動 の 遂行 の 場 J で ある，それ は ，企業が財貨 ・サ
ービ ス の 生産 ・分

配 を行 う存在で あ る こ と と，そ の よ うな財 貨 ・サ
ービ ス を購入 する所得 を創出 し分配する存在

で ある こ とか ら導か れ る ，そ こ で は ， 経済性 （効果性
・
効 率性）を指導原理 とする ．第 2 に ，

企 業は 「人間 の 生活 の 場」 で ある．それは、企業 に参加す る個人が単に労働力 を提 供 し所 得を

得 るだ け で な く，自身 の 成長 や社会 へ の 貢献を実現する と い う自己実現欲 求 を充足す る場で あ

る こ とか ら導 か れ る．そ こ で は ，人間性 を指導原 理 とす る．そ し て 第 3 に ，企 業は 「社会 の 利

害の 交錯す る場」 で あ る ．それ は ， 企業 が社会 に存在す る
一構成要素で あ り，他 の 人や組織 と

時 に 利害を
一

致 させ ，時 に利害を対立 させ る存在 で あ る こ とか ら導かれ る．そ こ で は ， 社会性

を指導原理 とす る．

　上 記 3 つ の 指導原理 には ， そ れ ぞ れ を 代表す る 主た る ス テ
ー

ク ホ ル ダーが存在する ，すなわ

ち，経済性 は投資家や債権者，人間性は従業員 ， そ して社会性 は顧 客を中心 に 広 く社会全 体で

あ る ．企 業活 動 の 大規模化や グ ロ
ーバ ル 化 ，社会的影響力 の 増大 に 伴 い ，企 業 の 社 会性 と人間

性 （合わせ て 広 く企 業の 社会的側 面）が近年よ り強調 される よ うに な っ て い る
L
．

3．企業価値の 構成要素

　企業にお い て は，企 業価値 の創造 が求め られ る．企業価値に つ い て は ，  「経済価値 （利益 ，

キ ャ ッ シ ュ フ ロ
ー，株価な ど）亅 と 、   「経済価値 （経済性）＋社会価値 （社会性 ）＋ 組織価値

（人 間性 ）亅 とい う対 極的な考え方がある，また，そ の 中間に， 
’

「企業価値は経済価値で あ

るが ，そ こ に は社 会価値 や組 織価値 が反 映 され る （社会性 ・人間性 は経 済性 の 手段）」 とい う考

え方 もあ る．

　企 業の 役割は 人間の 生 存に必 要な財 貨・サービ ス の 生産 ・分配 に あ る が ， そ の 良否 の 重要 な

尺度 が売 上 （効 果性 ）や利 益 （効率性）で ある．し たが っ て ， 
’

「社 会性
・
人間性 は経済性

の 手段 」 とい う考え方 の 良い 点は ， （1）企 業が経済活 動 を主た る 目的 とす る組織で あ る こ とと

整合す る こ と ， （2） 比 較 可 能性 が 高 い こ と，（3）因果関係 （時 間軸） を 考慮 し て い る こ と，そ

して （4）経済性 （そ の 背後 にある価値創造や戦略な ど）が判断 の 1 っ の 軸 とな り，ESG 要素

も含 め た さま ざまな経営要 素をそ れ に関係 づ け て 意思決定で き る こ とで あ る
2
．一

方 で ， 
’

「社会性 ・人間性は 経済性の 手 段 」 とい う考え方 の 問題点 と し て ，経済価値に 結び っ かな い （関

係 し な い ）社 会価 値や 組織価値は 考慮か ら除外 され る 可能性 が指 摘 で き る
3．

　図 1 は ，  
’

「社会性
・
人 問性 は経済性の 手段 」 の 考え方 を示 したもの で あ る．それ は ，図

2 で示 した，IIRC （lnternational　Integrated　Reporting　Counci1 ； 国際統合報告評議会）の国際統合

報告 フ レ
ー

ム ワ
ー

ク （IIRC，2013b．以下，　FW ）における 「2 っ の 価値 （投資家 へ の 財務 リタ
ー

ン を可能にす る ，組織 に と っ て の 価値 と，他者 （ス テ ーク ホ ル ダーや広 く社会）に とっ て の価

値）」 とも符合す る．現実 と し て
， 経済 性 と社会性

・
人間性 と が 長期的 に は

一致 し な けれ ば ，持

続可能な企業価値 の 創造は望め ない ．こ こ か らは ，持続可 能な企 業価値創 造には，多様な ス テ

ー
ク ホ ル ダー

の 認 識 （多元 的 な企 業価値 の 追求）が 必 要で あ る こ と が 指 摘 で き る，
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図 1　 f社会性 ・人 間性 は 経済性 の 手 段 ］ の 　　図 2　国 際統合報告 フ レ
ー

ム ワ
ー

ク に お け る
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出所 二 筆者作成

「2 っ の 価値」

出所 lIIRC （2013b ： 10）Figuro　1

4． コ
ー ポ レ ー ト ・ ガバ ナ ン ス の 意義と枠組み

4．1． コ
ーポ レ ー ト・ガ バ ナ ン ス （企 業統治，会社 統治 ） とは

　企業は持続 可能 な企業価値創造 を追求す る．そ の た めに ，ガ バ ナ ン ス （統治，管理，支配 ，

マ ル チ ス テ ーク ホ ル ダー ・ア プ ロ ーチ で は社会的調整 ）が重要 とな る．

　 コ
ー

ポ レ
ー

ト・ガ バ ナ ン ス は 極 め て 多義的 で ある．そ の 定義 は ， 企 業 を どの よ うな存在 と捉

え る か に 強 い 影響 を受 け る．株主を中心 に企業を考え る と，コ ーポ レ
ー

ト ・ガ バ ナ ン ス は 「企

業の 経営者と ス テ イ ク ホ ル ダーと り わ け株主 との 間に お ける コ ン トロ
ー

ル 権 の 配分に 関す仕組

み 」 （田 中，2005：4） と され る．「株主 の 富は企業 の 戦 略 を設 定す る人 の 目標 に大き く依存す る

の で ，
コ ーポ レ ー ト・ガ バ ナ ン ス は株主 に とっ て 大 きな関心 事 で あ る1 （Jensen， 2000 ：9）．一方，

多様 な ス テ
ー

ク ホ ル ダー
を前提 にす る と，コ

ーポ レ ー ト ・ガ バ ナ ン ス は 「ス テ
ー

ク ホ ル ダ
ー

全

体の 経済的厚生 の 増進 を図 る た め に経営者を規律付ける制度的仕組み の デ ザ イ ン 」 （宮島，2011：

2）とされ る．ま た ， 企業 を どの よ うな存在 と捉 える か とい う価値 判断 を除外す る と，コ
ーポ レ

ー
ト ・ガ バ ナ ン ス は 「『株 式会社 （コ

ーポ レ
ー

シ ョ ン ）』が よ り 『よ く経営』 され る よ うに する

ため の 諸活 動 とそ の 枠 組 み づ く り」 （加護 野 ・砂川 ・吉村，2010 ： 2） と され ，よ り具体的に は ，

「『誰が会長 ， 社長 ， CEO （最高経営責任者），
　 COO （最高執行責任者） な どの 最高責任者 を選

び ，そ の パ フ ォ
ー

マ ン ス を誰が評価 し て ，ど うい う咎で ，そ し て ど うい う手続きで 、 追 い 出 せ

るか』に関 わる ， よ りよい 企業経営が執行 され るよ うにす るため の 方法 ， 制度 と慣行」（加護野 ・

砂川 ・吉村 ，
2010 ：3）と され る ．

　し たが っ て ，コ ーポ レ ート ・ガ バ ナ ン ス の 議論は ， 遡 る と会社 観 ， す な わ ち会社 は 誰 の も の

で ， 会社 の 目的 は何 かに至 る （図 3）．また，会社観 に は 国に よ る違 い も見 られ る （図 4）．日本

企業 を対象 と した近年 の 調査で も．企業価値は 経済価値だ けか ， そ れ と も社会 価値 や 組織価値

を も含む か に っ い て ，「経済価 値 」 とす るの が ，回答 した 122社中 14 社 （ll5％） で ある の に
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一

統合報告 と管理会計の 役 割 一

対 し，
「経済価値，社会価値，組織価値」 とす るの が，同 108社 （88．5％） とな っ て い る （青木

・

岩 田 ・櫻 井 ，
2009 ：85），

図 3　会社観

茜本的な愈杜礇 禽社は 籃のものか 会社の 目的

株 主の もの
利 益 の 量 大化 ；企桑価

値の 最大化

〈
一元 的用昌糎〉

　 株主用其観一一一一一一一一’一齢一
〈
一

元 的用貫鴒 〉

　従象員用艮観一冒幽四輔一一隔卩
穫菓員の もの

　　　　　國．

　一一一一一■一”一一一一一一

礎粟員所得の 最大化

　一一■17一一一一一一一一一
企露成長 ：規模 の 量 六

化一一一1一一一一一一一一一一一一
自田麟量利益の 最大化

會 杜用 具鯤 〈 一元的用貝嗅 〉

　経黌看用昌鰻

一一一一一一一一一一一一一

く 多元 的用 具規〉

晒 営 者 のもの

一一一7一一一一一一一一“
労使共 同の もの

一一一一一一一一一一一冒〒π一一
経 営者所得の 量大化一一一一山，鹵一一一一一一一罰殉
共 同利 益の 最大化 ・付
加価値の 生 産の 分 配　　　　　　　　　一一一一■

多様な利書関係 尉
のもの

交渉に よも目的 の 彫成

金杜綱崖楓
会社は公 器 乙雄の も

の でもない
金社の 得続と成 長

図 4　会社 は誰の ため に存 在す るか

N ＝イギ リス78 フランス5D ドイツ 110 アメリカ 82 日本68

出所 ：加護野
・砂川 ・吉村 （2010：18）表序・2　　出所 ： 吉森 （1993；36）図 2−1

　 こ こ ま で の 議 論 か ら，コ
ーポ レー ト ・ガバ ナ ン ス にお け る 2 つ の 対 比 軸 が見出 され る，1 つ

は ，「コ ン トロ ー
ル （支配 ）権の 配分 にお ける，株主 vs ．経営者」 で あ る．2 つ めは ，

「ガ バ ナ ン

ス の 主体 （企 業価値 の 捉 え 方） に お け る，株主 （一元 的価 値） vs ．多様 な ス テ ーク ホ ル ダ
ー

（多

元的価値）」 で あ る ．

　もち ろん ， 会社を株主 の もの と考え る株主用 具観 に お い て も，他 の ス テ ーク ホ ル ダーとの 関

係は無視 され るわ けで は ない ．し か し ， そ の場合 ， 顧 客重視 ， 従業員重視 ， CSR は ， 株主価値

を高め るために必 要な顧客重視 ， 従業員重視で あ り，社会的責任 の 整理 とな る （田尾，2013：69）．

こ れ は，先述 の  
’

「社会性 ・人間性 は経 済性 の 手段 」 と共通する 考え方 で あ る．実態 と して

の企業を見 た場合，拠出する経営資源 を金融資産に 限定せ ずに ，経済的価値 の 拠出 とい うよ う

に 広 く考えるな らば ， 経 営 に必要 な資源を企 業に 提 供 し て い るの は株主だ け で は な い ．従業員

は人 的資産 を提 供 して い る と考え る こ とが で き ， 人的資産は知的資産 と結び つ く，従業員 は，

知的 資産 とロ イ ヤ リテ ィ とい う，無形 で ある が ，企 業を運 膏す る うえ で 必須 の 経営資源を提供

し て い る ．一
般に 経営資 源 は ヒ ト，モ ノ ，カ ネ，情報 とい われ るが，時代 に よ っ て こ れ らの 重

要性 の 相対 的な高低は 異な っ て い る ．今 日 重要 な知 的資産 を主 と し て 提供 し て い る の は経営者

と従 業員で ある，こ うし た点 を踏まえ る と ， 会社は単純に 株主 の も の で あ る と い う割 り切 りは

実態か らかけ離れ て い る と考える の が ，多元的用 具観 あ るい は会社制 度観 の 基本的視点で あ る

（田尾
，
2013 ：67・68）．

4．2． コ ー ポ レ ー ト ・ガバ ナ ン ス が関連する もの

　い ま見 た よ うに，コ ーポ レ
ー

ト ・ガ バ ナ ン ス の 議論 は，「会社 は誰の もの か 」 と い う基本的

な会社観 に 遡 る．「会社 は 誰 の も の か 」 は，「ガ バ ナ ン ス を主体的 に （最終 的に）行 うの は誰 か 」

とい うこ とを ほ ぼ 決定 づ ける．「ガ バ ナ ン ス の 主体」 が決 ま る と ， 企 業 はそ の 「ガ バ ナ ン ス の 主

体」 に とっ て の 価値を 中心 的に 追求する た め，「企 業価値 は何か 」 が 次に決ま る．また，そ の 「企

業価値」 を生 み 出 すた め に 「企 業 が 使 用す る資本 （経営資源）は 何か 」 もそれ に合 わ せ て 決 ま
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る
4
，また，「企 業が使 用す る資本」 を 「企業価値」 に変換す る の に適 した 「よ り良い 価値創造

の 視野は どの よ うな もの か ］ が決ま っ て く る
S
ととも に ，「創造 され た価値 の 測 定 ・評価 に どの

よ うな情報 を用 い るか （必要 な業績評 価 の 方法）1 も決 ま っ て くる．す なわ ち，こ れ らは い ずれ

も強い 関連性 を持 っ て い る （図 5 上 段 ）．

図 5　 コ ーポ レー ト・ガ バ ナ ン ス の 類型

コ
ー
ポ 代表 会社 は 誰の も ガバ ナンス 企 巣価値は 企 粟が使 より良い 創造され

レ
ート・ 的な国 の か （基本的 な を主体的に 何か 用す る資 価口 劇造 た価値の

ガバ ナ 会社観 ） （最 終的に ） （output ・ 本 （経営 の 視 野は 測定・評
ン スの 行 うの は雁 outcomo ） 資源 ）は どの よう 佰に どの

獺 型憑 か 何 か なもの か ような情
（i叩 凵t） 報を用 い

どジネス モ デル
るか

何葱饑 プσ セス

古典的 英・米 法 株 主 （株 株 主 経済価 値 経 済価 値 短 期 財 務 情報

モ デル 律 主用具 （株主価 値） か ら見て

上 観 〉 多棟．．冒皿  一
洗練さ

れ た株

主 価値

モデル

は

株

主

 

経済価 値十

（←）環 境 価

値 （TB し），
社会価値
（CSV ，コン

多棟 な企

業 価 値 か

ら見 て多

様

長期

　 ． ・．凾
財務 情報

十

非財 務情

報

シャ ス・キャ

ピタリズ ム ）

など

多元 主 日本 多様な ス 株主，メイン 多元 的 多様 長期 財務 情報

義モ デ テ
ー

クホ バン ク，従業 十

ル   ル ダー
（多 員 （労働 組   非 財 務楕

元 的 用 具 合），グル
ー

報
観，会社 プ会社 など

制度観 ）

出所 ： 筆者 作成 （た だ し，※ は稲上 （2004 ：4−5））

　 コ
ーポ レ

ー
ト

・ガ バ ナ ン ス に は ， それ にか かわ る要素 （「会社は誰 の も の か J や 「企業価値

は何か 」 など） の 組み 合わ せ に よ っ て ， さま ざまな類型が 考え られ る もの の ，経験的 に意 味 の

ある コ
ー

ポ レ
ー

ト ・ガ バ ナ ン ス の 類型 と し て ，図 5 に 示 し た 「古典的 モ デル 」 （企業の 目的は株

主価値 の 最大化），
「洗練され た株主価値モ デ ル j （「古典的 モ デ ル 」 に比 べ て ス テ ーク ホ ル ダー

との 協調 が重視 され，株主 の 利害関心 は経済的 な もの を超 えるが，最終的に は 株主価値の 最大

化 が志向 され る），「多元 主義 モ デ ル 亅 （企業 の 目的は多元的な企 業価値の 創造）（稲 上 ，2004；4−5）

とい う 3 つ をあ げる こ とが できる．IIRC に よる統合報告の 考え方 の 主 た るベ ー
ス は，「古典的

モ デ ル 」 か ら 「洗練 された株主価値 モ デ ル 」 へ の 転換 に あ る
6，そ し て ，図 5 の なか の   か ら

  は，齟齬 （課題）が 生 じ て い る と こ ろ と して認識 で きる，す な わ ち，  と  は ， 株主 と経 済

価値以外 の 価値 （お よ び そ の 経済価値 との つ なが り）に っ い て 対話 す る と い う課題で ある ．ま

た，  は ，法 律上 ，会社は株主 の もの （ガ バ ナ ン ス の 主体 は株主）で あ る もの の
， 会社観 （ガ

バ ナ ン ス の 実態） は 必 ず し もそ うで は ない と い う課題 で あ る．

4。3． コ ー ポ レ ー ト ・ガバ ナ ン ス の 枠組み

　こ こ で ，コ
ーポ レ

ー ト ・ガ バ ナ ン ス の 枠組 み を 整 理 す る と，ガ バ ナ ン ス を機能 させ る議決権
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　 一統 合報 告 と管理 会 計の役割
一

力，経済力 ，法律 ・政 治力 の うち，株 主 は議決権力 と経済力を，債権者，従業員，取引先 ， 顧

客は 経済力 を，そ し て 政府 ， 地 域社会 ，
NGO ・NPO な ど は 法律 ・政治力 を，それ ぞれ企 業 に対

して 行使す る ．図 6 に示す ，さま ざまなス テ ーク ホ ル ダーの なか で ，ガ バ ナ ン ス の 役 割 をも っ

とも期待 され て い るの は，議 決権力 の 唯一の 保持者で ある 株主 で あ る．

図 6　企業を取 り巻 くス テ ーク ホ ル ダ
ーとガ 　　図 7　ス テ ーク ホ ル ダー

， 経 営者，事業 ・部

バ ナ ン ス 　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　門の 関係

出所 ：筆者作成

　 　　 　　 　　 独自の 価値創造ス トーリー

　 　　 　　 　　　 　 （11RC，2013a　1．9）
　 　 　 　 　 　 　 ノ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　
r
−一■一一一曽謄゚曹一一一，°−

7
−一一■一一一一一一冒冒”一”〒

1
ー

lIlII

▼
ステ

ークホル ダー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 t　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　　　 1

外邯の ガパナンス 1 内部の ガバ ナン ス i　 l
fU ： 禽 i　 l

　　　　 経常者　　　　　事業・部門　1
　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　 【ライン邵門・ス タツ 7 部冖）1

鯉 1 短 　　　　1

聽鬻謬 隣黯鷺冒蠶　　i
ジメン ト）　　　 圏　 定

・
粟績評 価 　　　　　 　　　

1

一 徽 可 能な 1一 統含 騎 に よ 　 　 1
　 　 　 　 　 　 る持貌 可 能 な価値 　　　　　 1価値創造に 向 け 1

た協創　　　　＼創造 の 実現 　　　　　　ノ

出所 ：筆者作成

　一
方，株主 を 中心 とする 「外 部 の ガ バ ナ ン ス 亅 に 基づ い て ，持続可能 な価 値創 造 を実現 する

「内部 の ガ バ ナ ン ス 」 が あ る．ス テ ーク ホ ル ダーと直に 接す る の は ，経営者に 加 え，ラ イ ン 部

門や ス タ ッ フ 部門で ある．特 に ，IR （investor　relations ）担当部 門 ，　CSR 担当部門 ， 人事担 当部

門な どが 重要 となる，さ ら に ， 持 続可能な価値創造 を実現す る た め に は ，「内部 の ガ バ ナ ン ス 」

の なか に ， 有効 な 「外 部 の ガバ ナ ン ス 」 を構築し機能 させ る仕組 み が備 わ っ て い なけれ ばな ら

な い ．それ は ，ガ バ ナ ン ス 責任者 と し て の 経営者の 役 割か ら導かれ る ．ま た，持続可能 な企業

価値の 創造の ため に 「外部の ガバ ナ ン ス 」 を有効 に機能させ る に は ，ス テ
ー

クホ ル ダ
ー

の さま

ざま な視点の 存在が不可欠で あ り，
い か に 「多様 性」 を確保する か が課題 とな る．こ こ で い う

「多様性 」 に は，多様 なス テ ーク ホ ル ダ
ー

と ， 各 ス テ
ー

クホ ル ダー
にお ける多様性 （例えば，

株主 に お ける機関投資家 と個人株 主 ， 従 業員にお ける男性 と女性な ど） とい う 2 っ の 意味が含

まれ る，

　図 7 に示 し た よ うに，「外部 の ガ バ ナ ン ス 」 に お い て は，それ を有効に機能 させ る 1 つ の 手

段 と し て の 統合報告 の 役割 が 見出 され る．例 えば，企業理念，長期的 な 目標 やそ れ を達成す る

ため の 戦略な どを統合報告書に示 し，統合報告書 を用 い た，ス テ
ー

クホ ル ダー
と経営者 と の 「対

話 （エ ン ゲ
ー

ジメ ン ト）」 を通 じて ，持続可能な価値創造に 向 けた協創を図 る．また，「内部の

ガ バ ナ ン ス 」 に お い て は
，

そ れ を 支援す る も の と し て の 統合 報告 と管理 会計の 役割が見出 され

る．例えば ， 統合報告 書に示 した長期 的な 目標 や戦略 を実現する べ く ， 各 事業 ・部門 におけ る

目標 を設 定 し て 業績評価を 行 うと ともに ，それ を報酬 制度 と結び つ け る こ と で ，統合思 考を醸

成 し （内山，2014b：・34−35）， 従業 員 の モ チ ベ ー
シ ョ ン を高め ，持続可能 な価値創造 の 実現 を図 る．

そ し て ，こ れ ら 2 つ の ガ バ ナ ン ス は ，「ダブ ル
・
ル

ープ 」 と し て 1 つ の つ なが りを持 っ て連携 ・

連動 して ， 機能 し な けれ ばな らな い ，
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5． 統合報告の 役割 と課題

5．1．統合報告 とは

　統合報告 とは，統合思 考を基礎 と して ，長期に わた る価値創造に つ い て の 組織に よる定 期的

な統合報告書を生み 出 し，こ れ に関連する，価値創造 の諸相に つ い て の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を

もた らす プ ロ セ ス （FW ： 33） で あ る．ま た ，統合報告 書は ，組 織 の 戦略 ，ガ バ ナ ン ス ，業績，

見通しが ，外部環境の コ ン テ ク ス トの なかで ，
い かに短期 ， 中期 ，長期に わ た る価値創造に 至

る か に っ い て の 簡 潔な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン （FWLl ）で あ る．

　統合報告 書の 第
一

義的 な 目的は，財務資本の 提供者 に ，組織が い か に して 長期 にわた っ て 価

値 を創造 するか を説 明す る こ と で あ る，し た が っ て ，統合報告 書 は ， 財務 とそ の 他 両方 の 関連

す る情報 を含む （FW 　1．7） と され る．また ， 統合報告書は ， 従 業員 ，顧 客，サプ ライヤ
ー，ビ

ジ ネス パ ー トナ ー，地 域社会，立法者 ，規制 当局 ，政策立 案者を含む ，組織 の 長期 に わ た る価

値創造の 能力 に関心 を持 っ す べ て の ス テ
ー

ク ホ ル ダーに と っ て 有益 で あ る （FW 　1，8）とされ る．

5．2．統合報告の 役割

　前節で 指摘 し た よ うに ， コ
ーポ レ

ー ト ・ガ バ ナ ン ス に お い て は，「コ ン トロ
ー

ル （支配）権

の 配分 にお ける，株主 vs 経 営者」 と 「ガ バ ナ ン ス の 主体 （企業価値 の 捉 え方）に お け る ， 株主

（
一

元的価値）vs．多様 なス テ ーク ホ ル ダー
（多元 的価値）」 とい う2 つ の 対比軸が ある．い ま ，

前者を横軸に ，後者 を縦軸 に とる と ともに，図 5 の 「古典的モ デ ル 」 と 「多元 主 義 モ デ ル 」，お

よ び 「統合報告の 目指 し て い ると こ ろ 」 を位置づ ける と，図 8 の よ うに示す こ とが で きる ．

図 8　コ
ー

ポ レ
ー

ト ・ガ バ ナ ン ス に お け る 2 っ の 対比軸 と 「統合報告 の 目指 し て い る と こ ろ 」

多元 的 価 値 （多様なス テ
ー

クホル ダー）

一　　一　　卩　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　「
’ 、

’

i統 舗 告 の ，指、て ．。 、．ろ 、

、

31
企 桑 価 値 の 捉 え方

（ガバ ナ ンス の 主 体 ）

1 さまざまなス テ
ー

クホル ダ
ー 1

■

　（とりわ け株 主 ）との 長 期的 な
1

（B ）1 1

1価値 創造

1 （統合報告 ⇔ 紐 合思 考 ）
31

（A ） 多元 主 義 モ デル

  ’
（日 本）

、 ’亀　　＿　　＿　＿　　＿　　＿　　籃　　層 一　　一　　一　　一　　一　　＿　　一　　一

株主 （外部 ） （B ） コ ン トロール （支配 ）権 経 営 者 （内 部）

の齋 分

（A ）
　■　一　一　一　一　一　■　一、
’
　　　　　　　　　　　　、

11

法 律 で 規 定　1 古 典的モ デル

・ 法 律で 扱う　l
l　　　　　　　　　　　 監

1英・米）

見　　　　　　　　　　　　　 ，、　■　一需腎＿　一　一　，
株 主 価値 （株 主 ）

出所 ： 筆者作成
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一

統 合報告 と管理会計の 役割
一

　統合報告 は，そ の 定義 や 目的 か ら，投 資家を中心 と した さま ざまな ス テ ーク ホ ル ダ
ー

との 対

話 を通 じた ， 長期 的 な価値創 造 を 目指 して い る こ と が わ か る ．こ こ で ， 統合 報告 の 役割 を 次 の

2 つ に 要素分解する ．す なわ ち，（A ）企 業価値創造プ ロ セ ス の 投資家への 報告か ら，投資家 と

の 対話 （エ ン ゲ
ージ メ ン ト） （FWl ，7，3．20） を行 い ，長 期的な企 業価値 （特 に経済価値） を創

造する，（B ）価値創造 に影響す る多様 なス テ ークホ ル ダ
ー

を認識 し，多様 な ス テ
ー

ク ホ ル ダー

との 対話 （FWl ．8
，
2．4

，
3．10）を行い ，統合思考 （事業 ・機能 ユ ニ ッ トと ， 組 織が利用 し影響を

与え る資本と の 関係 に っ い て 積極的に考慮す る こ と （FW ：33））を醸成す る こ とで ，長期的な企

業価値 （特に社会価値，組織価値）を創 造す る．

　なお ，
上記 （A ） と 〔B ） とは つ なが っ て い る こ とに 注意 を要 す る，統合 報 告が想 定す る投

資家は，長期的な価値創造 に関心 を持つ 投資家 （FW 　1．7）で あ る，（A ） 「投 資家と の 対話 」 は ，

経営者 と対話 し，経営者を支援 し ， 価値 を協創 （共創） す る，長期視点を持 っ た投資家 ととも

に 長期的に （持続可能な ）企業価値を創造す る こ と を 目指す も の で あ る ．そ の 際，持続可 能 な

企業価値創造には，多様なス テ ーク ホ ル ダーの認識 が必要 で あ る、した が っ て ，統合報 告書 の

第
一

義的 な報告 先 は投 資家で あ るが，それ は （B ）「多様 なス テ
ー

ク ホ ル ダ
ー

の 認識 亅 とは 対 立

しな い ，

　ただ し ，
コ ーポ レ

ー
ト
・ガバ ナ ン ス （基本的な会社観）が異な る こ とで ， 統合 報 告の 役割 （A ）

「投資家との 対話 」 と （B ） 「多様な ス テ ーク ホ ル ダーの認識」 そ れぞれ の 内容や大 き さが異 な

る こ とが指 摘で き る （図 9）．

図 9　 コ ーポ レ
ー

ト ・ガ バ ナ ン ス の 類 型 と 統 合報告 の 役 割

（A ）投資家との

　　 対話

（B ）多様なステーク

ホル ダー
の 認識

古典的

モ デル

（英 ・米）

・「短期志向 （sh磁 ・

termism）」の 是正

・経済価値と社会価値や組織

価値との つ ながりの認識

・社会価 値や組織価値自体の

重要性 の 認識

多元 主

義モ デ

　 ル

（日本 ）

・投資家との 対話を通 じ

たコ
ーポレート・ガバ ナ

ン ス の 強化

（例 ス チ ュ ワ
ー

ドシッ

プ・
コ
ード，コ

ーポレート

ガバナン ス ・コ ード，価
値 の 協創 ；経 済産業省、
2014 ）

・ス テ
ー

クホル ダー，企 業価値

に おける真の 多元性の 実現

・多様性の 企業価値へ の 結び

つ け，それ による統合思考の

醸成

（例 ス テ
ー

クホル ダー・エ ン

ゲ
ー

ジメン ト，ダイバー
シティ

経営，グ ロ
ーバ ル 化，リス ク・

マ ネジメン ト）

出所 ： 筆 者作成

　まず，「古典的 モ デ ル ］ に っ い て 考 え る ．（A ）股 資家 との 対話 」 に つ い て は次 の よ うな役

割 が 期待 され る．以 前 よ り， 投 資家 と企業 と の 関係 は ，投資 と利 益分配 と い う 「価値交換」 の

関係 （カ ネだ け の 関係） にな っ て い る ，こ れ は ，株式 会社 に お い て は 「所 有 と経営 の 分離 」 に

よっ て 株 主 （投 資家） が無機 能 資本家 とな っ て い る こ と に よ る ．投資家 の 原 点 は有機能資本家
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管理 会 計学 第 23巻 第 2号

（こ の 事 業 を 自 ら行 い た い ，だ か らお 金 を投資する ）で あ り，そ れ を今 日 の 投 資家に適用する

と ，
「価値の 協創 （共創）（こ の 事業を行 っ て もらい た い （応援 し た い ）， だ か らお金 を投資す る）」

と表現 で き る ．こ の よ うな考 え方 の 近 年に お け る 重 要性 の 上昇 の 背景 に は ，カ ネだ け の 関係 に

基づ く投 資の 「短 期志 向 （short −termism ）」 へ の 反 省 があ る．統合報 告に は，こ の 「短期志向」

の 是 正 の 役割が 期待 され る ．

　
一

方 ， （B ） 「多様な ス テ ーク ホ ル ダーの 認識」 に っ い て は次の よ うな役割 が期待 され る．法

律 で も規定され る よ うな 「会社 は 株 主 の も の 」 と い う考え方を追求す る と，経済価値 （株主価

値）だけ の 追求，短期的 な企業価値 の 追求に偏 る危険性 が ある．持続可能 な企 業価値の創造の

た め に は ，企 業価値創造 に お け る 経済価値 と社会価値や 組織価 値 と の つ なが りの 認 識や，社会

価値や組織価値 自体の 重要性の 認識が 不可欠で ある ．こ こ か ら導かれ る の が ， 図 5 の 「洗練 さ

れ た株主価値 モ デ ル 」 で あ る．統 合報告に は ，「古典的 モ デル 」 か ら 「洗練 され た株主価値 モ デ

ル 」 へ の 転換促進の 役割 が期待 される ．

　次に ，
「多元 主義 モ デ ル 」 に つ い て 考 え る，（A ） 「投 資家と の 対 話」 に つ い て は 次 の よ うな

役割が 期待 され る．「こ の 事業を行 っ て もら い た い （応援 し た い ）， だ か らお金 を投 資す る」 と

い う投資家に お い て は
， 短期 的な 配 当よ り も，長期視点 に 基 づ く再投資を望む ．それ は，そ の

企業 に と っ て も，そ の 企 業 が活動 を行 う国 に とっ て も望 む こ と で あ ろ う．こ の よ うな行動 を投

資家に 取 っ て も ら うた め に は ，企 業理 念，目標や戦略，価 値創 造 プ ロ セ ス ，業績な ど に つ い て

の 開示 と説得が不 可欠 と な る．そ の た め の 投資 家と の 対 話 が重 要 にな る．それ はす なわち，コ

ー
ポ レ

ー
ト ・ガ バ ナ ン ス の

一
環 と し て の 役割 で あ り，統合報告 に は ，投資家 と の 対 話 ，それ を

通 じた コ
ーポ レ

ー
ト ・ガ バ ナ ン ス の 強化 へ の 貢献の 役割が期待 され る．こ の 期待 は，特 に近年

の 日本で 顕著で あ る （例え ば，目本版 ス チ ュ ワ
ー

ドシ ッ プ ・コ
ー

ドや コ
ーポ レ ー トガ バ ナ ン ス ・

コ ー ドの 策定な ど）．

　一
方 ， （B ）「多様 な ス テ

ー
ク ホ ル ダー

の 認 識」 に っ い て は 次の よ うな役割 が期待 され る，そ

もそ も，例 えば多 くの 日本企業は，多様なス テ ークホ ル ダ
ー

を認識 し ， 多元 的用具観 ある い は

会社制度観 に 基づ い た 長期視点 の 経営を行 っ て きた．日 本 の 統合報告先進企 業で は ，す べ て の

ス テ ーク ホ ル ダーに 向 けて統合報告書を作成 し ， 統合報 告書の 社内利用 （従業員な ど）に も取

り組 ん で い る ．また ，
IIRC の 最初 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ペ ーパ ーで は，企 業報告 が 変わ るべ き理

由 の 1 つ として ， 物的お よび財務的資産に よ っ て 説 明 され る 企 業 の 市場価 値 の 割合が 劇的に 減

少 し，市場価値 の 残 り の 部分 は無形 の 要 因 （intangible　factors）で あ っ て ．それ らの 多くは財務

諸表 に お い て 説 明 され て い な い こ とを指摘 し て い る （IIRC，2011 ：4）．こ の よ うなイ ン タ ン ジブ

ル ズ （無形 の 資産）に 関 し て は ，経済産業省 によ る 「知的資産経営の 開示 ガ イ ドライ ン 」 の 統

合報告 と の 類似性 （内山 ，
2014a： 108・llO）や統合報告 へ の 反映 の 経緯 （住田，2014：58−62） が 明

らか に され て い る ．こ れ らの 点で ，多 くの 日本企 業の 経営 と統合報告 と の 整合性，と りわ け 「多

様 な ス テ
ー

ク ホ ル ダー
の 認識」 との 整 合性 は高 い と考え られ る．

　し か し，日本企 業に も課題 は存在する．例えば，株主 は 株式 の 持 ち合 い に よ り，従 業員 は 長

期的雇用 に よ り， 取 引先 は下請けや 系列 と し て ，それ ぞれ企業 シ ス テ ム に 取 り 込 ま れ た （「内部

化 」され た）た め ，加 え て 市民 社会組 織 が 未発達で あ っ たた め ，
「こ れ ま で 日 本 の 企 業社会で は ，

ス テ イク ホル ダーが企業 に対 し て厳 し く ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ を求め，そ し て 企 業が それ に応 え

る，とい うよ うな 関係性 は つ く ら れ て こ なか っ た 」 （谷本 ，
2006 ：22−25） とい う指摘 が ある、ま

た，日本の CSR ・ESG 関連情報 の 開示 は国際的 にも進 ん で い る とされ る が ，　 CSR ・ESG 関連事

項 が企業価値や リス ク に どの よ うに関係 し て い る か は 不 明瞭 で ある．そ こ で は，統合報告の 基
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　 一統合報告 と管理 会計の 役割
一

礎 と な る 統 合思 考 の 不 十 分 さが指 摘 で き る．

　 さら に ， 世界の 変化に 基 づ く新 しい ガ バ ナ ン ス の 特徴 と して，従来 の 行政制度 と市場 の 持つ

特質 を併 せ 持 っ た も の で あ る こ と （複雑 化 ），複数 の 法的管轄が か か わ る もの で あ り，し ば しば

国 を また が る こ と （ボーダーレ ス 化 ），ス テ
ー

ク ホ ル ダーの 範囲が広 が り，数 も増 えて い る こ と

（ス テ
ー

ク ホ ル ダ
ー

の 拡 大 ・増加 ）（Bevir
，
2012 ：5−7．カ ッ コ 内は 筆者）が指摘 され る．企業活

動 が大規模化，広域化 ， 高度化す るなか で ， 企 業価 値創造 にお けるイ ン プ ッ ト，ア ウ トプ ッ ト，

ア ウ トカ ム が
一層多様化 し，か つ そ の 多様性の 重要性が 高ま る ．日本企 業は本 当に多様 で あ る

の か，多様性 の 重要 性や危険性 を認識 し て い る の か は，議論が必要で あ る．多様な ス テ
ー

ク ホ

ル ダ
ー

や多元的 な企 業価値が 「当た り前 」 とされ る企業で ある ほ ど，多様性 をシ ス テ マ テ ィ ッ

クに捉える こ とが十分に で きて い な い 可能性 が あ る，また ， 法律 が企業 に社会的責任 の ある活

動 に 従事す る こ と を義務づ け る こ とは，あま りな い ，企業 の 社会的責任は ，典型的に は，ネ ッ

トワ
ー

ク内 の 法的拘束力 の な い 合意 や理解に依拠 す る （Bevir，2012： 49）．し た が っ て ，そ こ に

は
， 多 く の 場 合 ， 明確 な ル

ー
ル や評価基準が な い か ，あ る い は そ れ らが 見出 し に く い ，そ こ で

は ，主に 欧米世界に お い て 出来上 が っ た ル ール に 対応 する とい う態度 か ら ，
ル

ー
ル メ イ クや議

論に 参画す る とい う態度 へ の 転換が重要 で あ る．

　 こ の よ うに，（B ） 「多様 な ス テ
ー

クホ ル ダー
の 認 識」 は，多様 なス テ ーク ホ ル ダーがか か わ

っ て 多元的な企 業価値 を創造 す る こ と を 目指す と い う意味 で ，企 業 の 社会 性 ・人間性 の 追求 に

深 くか か わ る が ，多様 なス テ ーク ホ ル ダーを過不足 な く認識 し，ス テ
ー

クホ ル ダ
ー

との 関係性

の な か に 自社 の 強み と 課題 を 見出 し，そ れ を企 業価値創 造 に 結び つ け て マ ネジ メ ン トす る こ と

は ，「多元 主義 モ デ ル 」をとる企 業 で も難 しい 経 営課題 で あ る．こ の 間題は ，価値創造 と と も に ，

近年 そ の 重要性 が
一

層高ま っ て い る リ ス ク ・マ ネ ジ メ ン トに も大 き くか か わ る．上記 の 経営課

題 に対す る統合 報告 の 役割 は大き い とい える．

5，3．統合報告 の 課題

　期待 され る多 くの 役割 の
一

方 で ， 国際統合報告 フ レ
ーム ワ

ーク が提示す る統合報告 に は い く

つ か の課題が存在する．

　第 1 に ， 経 済価値に結び っ かな い （関係 しない ）社会価値や組織価値 は 考慮か ら除外 され る

可能性 が指摘で き る．こ の こ とは ， す べ て の 企業価値を経済価値 に つ なげて考え る こ と （「社会

性 ・人 間 性 は 経済性 の 手 段 」）の 問題 点 と符 合す る．統合 報告 書 の 第一義的な報告先は投資家で

あ り， 投 資家は ， 組 織 自身に と っ て の 価値 （経済価値）を創造す る能力 に影響 を与 え る場合 ，

他者 に と っ て の 価値 （社会価値な ど）に 関心 を持 っ （FWl ．7，2．5．カ ッ コ 内は筆 者）．し か し，

経済価値 の 向上 に 必 ず し も結び つ か な い 社会価値 の 実 現が存在 し うる とい う指摘 （向山 ，
2012 ：

39・42）や，投資家向け情報で ある統合報告で の 重要性判断は ，す べ て の 重要な ス テ
ー

ク ホ ル ダ

ー
に対 し て企業の 環境 的 ・社会的 リス クや配慮行動 の 実態 を伝 えな けれ ば な らな い CSR 報 告書

の 重要性判断 と必ず しも
一

致 しな い とい う指摘 （上妻，2012：ll8−119）が あ る．

　第 2 に，先述 の よ うに，企業の 市場価値にお け る財務資本 の 相対 的価値 の 低下を統合報告の

議論 の 且っ の 出発点 と し て い る
一

方 で ， し か し ， 統 合報告 書 の 第
一

義的 な 目的 は財 務資本 の 提

供者 （投 資家） へ の 報 告 と し て い る こ と の 矛盾 で あ る．

　第 3 に ，ス テ ーク ホ ル ダーの 多側面化 へ の 対応 の 難 し さが あ る ．例 えば， 日本企 業 に お い て

しば しば見 られ る従業員持株会は ， 株主 と従業員 とい う， 時に利害を異に す る 2 つ の ス テ
ー

ク

ホ ル ダー
が 1 っ の 主 体 に内在 して い る こ とを表 し て い る．ス テ ーク ホ ル ダー

を単純に 類型化 す
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る議論 の 下で は，こ の よ うな複合的 ス テ
ーク ホ ル ダー

に対 して どの よ うに対応する の か は 十 分

に明 らか に で きな い ．

　 こ の 他 に，持続可能性 に 関す る規格 （sustainability 　standards ）そ の もの に 対 し て は ，最善 の 実

践よ りも受 け入 れ られ て い る規格の 方が促進 され る ，イ ノ ベ ー
シ ョ ン が抑制 され る，採 用 され

て い な い あ る い は適切 に適 用 され て い な い 規格 は無 関係 で あ る とみ な され る ， 最低 限 の 水準 を

促進 し て し ま う，あま りに厳 しす ぎた り緩すぎた りす る （Oakley 　and 　Buckland ，2004 ： 133・134）

と い っ た 懸念が 指 摘 され る．

6．管理会計 の 役割 と課題 ：統合報告をベ ー
ス に

6．1．管理会計の 役割 （かか わ りの 深い 管理 会計 の テ ー
マ ）

　統合報告を実践するに あた っ ては ，そ の 効果 的 ・効率的実施に対 して，管理会計の 実践や研

究が少なか らぬ 役割 を果たす と考え られ る （内山，2014b ），

　 バ ラ ン ス ト・ス コ ア カ
ー

ド （BSC ）で は，価値創造プ ロ セ ス の 認 識や報告に より，図 9 の （A ）

「投資家 と の 対話 」 に お い て ，財務情報 と 非財務情報 と の 結合性や 非財 務情報 ど う し の 結 合性

を考慮 し ， 記述する こ とで ， 統合思考 を醸 成 し， それ が結 果的に （B ）「多様なス テ ーク ホ ル ダ

ー
の 認識亅 に つ な が る と期待 され る ．また，バ リ ュ

ーチ ェ
ー ン や サ プ ラ イ チ ェ

ー
ン で は，同 じ

く価値創造 プ ロ セ ス の 認識や 報告に よ り ， （A ） 「投資 家と の 対話 」 に お い て リ ス ク ・マ ネ ジ メ

ン トを深化 させ ，（B ） 「多様 な ス テ
ー

ク ホ ル ダー
の 認識 」 に っ なが る と期待され る．

　イ ン タ ン ジブ ル ズ で は ， 統合報告書 の 作 り方やそれ を通 じ た ス テ ーク ホ ル ダ
ー

と の 対話 自体

が競争優位 の 無形 の 源泉 とな り，（A ）「投資家 との 対話」，（B ）「多様な ス テ
ー

クホ ル ダー
の 認

識 」 を高度化す る，と りわけ，人的資産や レ ピ ュ テ ーシ ョ ン に 関す る マ ネジ メ ン トは （B ） 「多

様な ス テ ーク ホ ル ダー
の 認識 」 に と っ て 重 要 で ある と考え られ る、

　 こ の 他 に も，環 境会計 （マ テ リア ル フ ロ
ー

コ ス ト会計） は ，情報 の 結合性 の 促 進 に よ り （B ）

「多様な ス テ ーク ホ ル ダーの認識 」 を伸 張 し，また ，グル
ー

プ経 営 の 進展 は，IR の形式や報告

書 の 作成 な ど ， （A ） 「投資家 との 対話 」 に お い て新た な 研 究機 会を提 供 し て い る．

6．2．管理 会計の 課題

　統合報告やそ の 考え方 の 拡大 ・浸透 に伴 い
， 管理 会計 に も新た な課 題が指摘で きる．

　図 7 の 「外部 の ガ バ ナ ン ス 」 にお い て は ， 外 部報 告 と内部報告 と の 整合化 ・一体化が
一

層 求

め られ る，例 え ば，外部 向 け の 経営指標 と 内部向け の 経営指標 との 整 合や ，中期経 営計画 の 使

い 分けや達成率の低 さ （伊藤 ・加 賀谷 ・鈴木，2012 ：17・18）と い う問 題 ，ス テ
ー

ク ホ ル ダ
ー

と の

関係 の マ ネ ジ メ ン トと BSC との か か わ り （Atkinson　and 　Epstein，2000），　 BSC の IR への 役 立 ち

（櫻井 ，
2008 ：29） と い っ た 研 究課 題 が存在す る ．こ れ らは ，多様 なス テ ーク ホ ル ダー

の 認識を

前提に ，多様な ス テ ーク ホ ル ダーへ の 情報提供 で ある ほ ど，多様な外部環境の 理解の た めに重

要で あ る と思 われ る
7，

　同 じ く 「内部 の ガ バ ナ ン ス 」 に お い て は ，内部情報 にお け る整合化
・一体化が

一
層求め られ

る．例 え ば，事業 ・部門に お け る マ ネ ジ メ ン ト情報 と経営者層 が持 つ 情報 と の 乖離や 不整合 と

い う課題 で あ る ，こ れ は，コ
ーポ レ

ー
ト ・ガバ ナ ン ス の 良否 に直結す る問題 であ り，特に社外

取締役に とっ て 問題 で あ る．社内 に お け る 統 合思考不足 に よ っ て ，部分最適 な情報 が事業 ・部
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　一統合 報告 と管理 会計 の 役割 一

門か ら提供 され ， 結果 と して 「内部 の ガ バ ナ ン ス 」 が 機能 しない 可 能性 を指摘 で き る．

　また，財務情報 と非財務情報 と の 統合化だ けで な く，非財 務情報 ど うしの 統合化 も課題で あ

る．これ は，統合思考の 醸成 に不 可欠で あ り，例え ば，BSC にお い て も リス ク ・マ ネジ メ ン ト

や CSR （CSV ）の 領域で の研究 （Kaplan　and 　Norton，2012：4−5） が期待 され て い る．

7． お わ りに

　本稿で は ， 投 資家を中心 と した さま ざまな ス テ
ー

ク ホ ル ダーと の 対話 を 通 じ た，長期的 な （持

続可能な）企業価値創造を支援する仕組み と して の 統合報告に つ い て ，そ の 役割 と課題 を検討

し， コ
ーポ レ

ー
ト ・ガ バ ナ ン ス や会社観が 異なる こ と で，統合報告 の 役割 が異 なる こ とを指摘

した ．また，統合報告 をベ ー
ス と し た管理 会計の役割 と課題 に つ い て検討 した．

　企 業は 「私的 存在 」 で ある と ともに 「社会的存在 （公器）」 で もある．企業活動の大規模化

やグ ロ
ーバ ル 化 ，社会的影響力 の 増大に伴 い ，広 く企業の 社会的側面 （社会性 ・人 間性 ）がよ

り強調 され る よ うにな っ て い る．経済性 と社会性 ・人間性 とが長期的 には
一

致 しなけれ ば ， 持続

可能な企業価値 の 創造 は 望 めず ，持続可能な企業価値創造 に は ， 多様 な ス テ
ー

ク ホ ル ダー
の 認

識 （多元的な企 業価値 の 追 求） が必要 で ある．ま た ，
ロ ーポ レ ー

ト
・ガ バ ナ ン ス の 重要性を指

摘で きる が ， コ
ーポ レ

ー
ト・ガ バ ナ ン ス の 問題は ，会社観が深 くか か わ り，それ に は国による

違い もあ る．統 合報告 には ，
「投資家 との 対話 に よ る長期的な企 業価値 の 創造 」 と 「価値創造 に

影響する 多様 な ス テ ーク ホ ル ダーの 認識 （多 元 的 な企 業価値 の 追 求） に よ る長期 的な企業価値

の 創 造 」 とい う大 き く 2 つ の 役割が あ り， 両者は つ なが っ て い る，そ し て ，コ ーポ レ ー ト ・ガ

バ ナ ン ス や会社観が 異 なる と ，統合報告の 役割 の 内容や大 き さが異な る．多 く の 日本企 業 に代

表 され る 「多元主義モ デル 」 の コ ーポ レ ー ト ・ガ バ ナ ン ス の 下 で は ， 統 合 報告 には ，投 資家 と

の 対話 を通 じた コ
ー

ポ レ
ー

ト・ガ バ ナ ン ス の 強化 へ の 貢献 とい う役割 と ともに ，多様な ス テ ー

クホ ル ダー
を過 不足 な く認識 し，ス テ ーク ホ ル ダーとの 関係性 の な か に 自社の 強 み と課題 を見

出し，そ れを企 業価値創造 に結び つ け て マ ネ ジメ ン トし，統合思考を醸成する とい う役割が期

待 され る ．そ し て ，こ の よ うな統合 報告 に か か わ る管理 会計 と し て ，BSC ，バ リ ュ
ーチ ヱ

ー
ン

や サプ ライチ ェ
ー

ン ，イ ン タ ン ジブル ズ，環境会計な どがあげ られ ，そ こ で の課題 として ，「外

部 の ガ バ ナ ン ス 」 にお け る外部報告 と内部報告 との整合化 ・一体化や，「内部 の ガ バ ナ ン ス 」 に

おけ る内部情報 の 整合化
・一体化 ，非財務情報 ど うし の 統合化が あ る ．

謝辞

　本稿 は， 日本管理 会計学会 2014 年度全 国大会 （青 山学院大学） に お け る統
一

論題報告 を 加

筆修正 し たも の で あ る．座長 の 大 下丈 平先生 （九州大学） に は ，貴重 な報告 と考察の 機会 を頂

戴 し た こ と を感謝申 し 上げた い ，

　なお，本稿 は ，科学研 究費補助 金 （基盤研 究（C）研究 課題番 号 25380591 ）に よる研究成果 の

一
部 で あ る．

注
且
狭義 の CSR （企業 の 社会的責任）を社会 （外部 ス テ ーク ホ ル ダー）に対する企 業と し て の 責

任，労働 CSR を従 業員 （内部 ス テ ーク ホ ル ダー）に 対 す る 企 業 と し て の 責任 と す る と，両者を
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合 わせた もの が広 義 の CSR となる．
2

こ の こ とが ， 統合 報告 書 と CSR 報告書 との 違 い で もある．
3

企 業価値 は ，貨幣単位 で 測定可能な経済価値 と貨幣単位で 測定 が困難 な 非経済価 値か ら構成

されて い る．非経済価値 に は多様な もの が含まれ，そ れ らは 相互 に 関係 して い るの で ，概念的

に明確 に区分で き るわ け で は な い ．また，非経済価値 も測 定能力 の 向上 に よ っ て 経済価値 と し

て 認識 され る よ うに な っ て き て い る ，こ の 意味で ， 非 経済価値 と経 済価値 と の 差は絶対的なも

の で は な い （石 崎 ，
2007：258）．例 と して ，イ ン タ ン ジブ ル ズや レ ピ ュ テ ー

シ ョ ン をあげ る こ と

が で き る．
4
国際統合報告 フ レ

ー
ム ワ

ーク に お ける 「ビ ジネ ス モ デ ル 」 （FW 　2．23） に あた る．
s
国際統合報告 フ レ

ーム ワーク にお ける 「価値創造プ ロ セ ス 」 （FW 　2．20，2．21） にあた る．
6
類似 ・関連 する もの や 「多元 主義モ デ ル 」 に よ り近 づ くも の と し て ， ト リ プル ボ トム ラ イ ン

（TBL ） （Elkington， 1994；Henriques　and 　Richardson，2004）， 戦略 的 CSR や CSV （共通価値 の 創

造）（Porter　and 　Kramer ，2006 ；2011 ），コ ン シ ャ ス ・キ ャ ピ タ リズ ム （Mackey 　and 　Sisodia，2013 ）

な どが ある．
7
財務会計 と 管理 会計 の 垣 根を崩す 「財務報告 の managerialisation 」 （Zambon ，

2011 ）も指摘 さ

れ る．
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